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凡例

１本書は、奈良国立文化財研究所飛鳥藤原宮跡発掘調査部が1 9 9 9 年度に実施した藤原宮
跡、藤原京跡および飛鳥地域等の発掘訓在の概要報告である。執筆は主として調杏ｷ 日当
者が当たり、出土遺物については各調査室のメンバーが執筆した。

２発掘調査の呼称は、1 9 9 7 年度より「飛鳥藤原第口次調査」に統一している。
３造構図に付す座標値は平面直角座標系第Ⅵ系により、高さは海抜商で表す。

４遺構には一連の番号を付し、その前に遺構の種別を示す記号を付した。略称は以下の通
りであるｏＳＡ（築地・塀) 、ＳＢ（建物) 、ＳＣ（回廊) 、ＳＤ（満) 、ＳＥ（井戸) 、ＳＦ（道路) 、

ＳＧ（池・圃池) 、ＳＫ（土坑) 、ＳＳ（足場穴) 、ＳＹ（瓦窯) 、ＳＸ（その他) 。

５藤原宮内の地区区分については、『飛鳥・藤原概報2 6 』（３頁）を参照されたい。
６７世紀代の土器の時期区分は、飛鳥Ｉ～Ｖと表す。詳細は『藤原報告Ⅱ』（9 2 ～1 0 0 頁）

を参照されたい。

７藤原京の京城については、岸‘ 俊男の東西８坊、南北1 2 条説を超えた広がりをもつこと

が確実であるが、当初から大きかったのか、後に拡大したものか、逆に縮小したものか

といった未解決の問題を残し、京極（特に南北）も未確定である。当調査部で実施した

本年度の京内の調査は、従来の岸説藤原京の範囲内に納まるため、調査位侭図は岸説藤

原京域を用いて表すこととする。

８本報文末収録の調査については、５６頁の「その他の発掘調査・立会調査概要」を参照

されたい。

9 年報Ｉの編集は舘野和己・村上隆、年報Ⅱは松村恵司、年報Ⅲは内田和伸が担当した。
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飛鳥池遮跡

左京八条四坊（日向寺）

眼力官簡南地区

奥山久米寺

喋脈京右京一条一坊

IIiIII近

飛偽池適跡

藤原京右京一条一坊

藤原京右京八条一坊

牒脈京左京五条三坊

内典･ 朝災殿･ 内製班官荷地区

飛脇寺

飛脚寺寺城東限

IIIIIl寺

内典

内襲

鵬原京右京八条一坊

西北官荷地区

水落遮跡

山田逆

吉側池廃寺

飛恥池戒跡
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表1 1 9 9 9 年度飛鳥藤原宮跡発掘調音部発掘調査．立会調査一覧
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明日杵村飛脚

概原市附浦

概原市商殿町

明１１昏村奥山

柵原市醜澗町

明日呑村奥山

明日将付飛脚

概原市醍醐町

概原市上飛騨町

概臓市下八釣

概原市尚殿町

明日呑村飛鳥

明日呑村飛鳥

桜井市山田

概脈市暇醐町

概原市商殿町

柵Ⅸ市上飛騨町

柵原市醍醐町

明日祷村飛脚

明F 1行付奥山

桜井市宙伽

明ｕ香付飛鳥
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2000. 02. 09～02. 28

2000. 02. Ｍ～02. 16
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200003. 13～03. 13

2000. 0327～03. 28
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199910. 04～11. 0s

1999. 10. 29～11. 30

199912. 01～2000. 02. 11

2000. 01. 07～04. 10
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花谷浩

災尼充

小潔戦

渡避淳子

小郡毅

伊雌敬太郎

伊膿数太郎

毛利光俊彦

波避淳子

掃峨尚子

渡迅淳子

加膜貴之

深淵芳樹

伊藤敬太郎

捕服尚子

寺崎保広

小野健吉

毛利光俊彦

西ロ祥生

西口詳生・深海芳樹

小池伸彦

安田髄太郎

万菜ミュージアム述殻

農業倉服述股

住宅匙股

住宅建設

同近拡輔（1 6 5号線）

県近拡柵立木移械・立会

万菜ミュージアム建股

側道拡棚（1 6 5号線）

擁醗工耶

住宅（服喪）建股

史跡整佃・立会

史跡現状変更（公衆使所改凝）

住宅建設

史跡雛附・立会

醍醐池南拠整佃排水路

学術調先

市街住宅建股

鶴公公民館建設

家腿延股

県近拡柵

学術副在

範囲砿浬綱在
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